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Abstract 
A new type of proton ion source which has a palladium needle is proposed. Pal1adium has the highest per 
meahility of hydrogen among metals. The permeability increases with temperature and the hydrogen pressure. The 
hydrogen permeated through the pal1adium needle is utilized for the raw material of the ionization 
This system is basical1y the same structure as the field ion microscopy (FIM) . The pal1adium needle， which 
is processed to be a sharp needle by means of electrolytic erosion， iswelded to a stainless tube. Hydrogen molecules 
permeated through the pal1adium needle are expected to become protons due to high electric field at the apex. 
The hydrogen permeability was measured as a function of temperature， for the hydrogen pressures of 1，5 to 
3 atm， estimated at the inlet stage of the stainless tube. The permeability has a tendency to increase with the 
temperature and was measured to be 2.0 x 10-0 Torr ・l/secat 600.C and 1.5atm. This value of the hydrogen per-
meability should be sufficient for the proposing ion source. 








































































り，加熱領域を小さくすること，また Pdを高浪に加熱することを可能にした O さらに，可能な
限りステンレスチューブと Pdの大きさを小さくすることで透過領域を小さくした O
次に高電界を得るために PdをEmitterに加工するが，その方法に電気化学的エッチングを用
いた。研磨液は硝酸と塩酸の 2 3の混合液である4)0 ac， dc電源による表面の仕上がり状態は，
凶3に示す電子顕微鏡写真から acでは粗く， dcでは結品粒界が確認できるほど滑らかであり，
先端形状も acに比べてシャープであった O したがって acにより粗く加工した後で dcによっ
て仕上げ加工を行なった。Emitterは作製条件で多少サイズが異なるが，先端半径がサブミクロン，
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After electrolytic polishing at ac 35 mA. 
0.2mm・圃園田
After electrolytic polishing at dc 40 mA. 
20μm・・
Surface of the apex of the palladium 
needle after electrolytic polishing at 
ac 35 mA. 
20μm・・
Surface of the apex of the palladium 
needle after electrolytic polishing at 














Pdの Emitterに近いところにスポットウェルドしである O イオン化のための電界は試料と引出
し電極板間に形成した O 本実験では，引出し電極板を接地して電流計を接続できるようにし，試
科側に正電位を与えた。引出し電極にはピンホールが聞いており，ピンホールを通過してプロー


































Q:侵入してくるガスの量， P 圧力， S 排気速度
この式Qには，残留ガスや器壁からでるガスなどが含まれているので，これらの分を差しヲ|いて，
純粋に Pdを透過してくる水素量 QHは次の式
QH = (Pl - PZ) X S 












水素の透過量は圧力差 Pが大きいほど大きく，透過量は pn (n :定指数であるが0.5-1.0の
間に値を持つ)に比例する7)0 300t以上の温度範囲で，導入圧力を変化させたとき， n : 0.5-
0.7程度の値で透過量を持つことが確認された。
従来から報告されている水素透過膜と同じ程度の水素透過量が Pdを針状に加工した場合でも
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実験は，水素導入管にl.5気圧の水素を送り込み，およそ24時間後に室温， 100oC， 300oC， 500oC， 
7000Cの5つの温度について印加電圧を変化させた O 水素導入管内の圧力をl.5気圧会としたのは，
絶縁管の内部に高!玉が加わるのは好ましくないためである O 水素を透過させた Emitterに電界を
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Emitter形状の Pdでは， 100~200oC の聞で /3 相から α 相への相転移が起こることが確認された。
これによりイオン源の動作温度は3000C以上である。また， 7000C以上で加熱した場合， Emitter 
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